
令和6年2月

まちなかを核にネットワークでつなぐまちづくり（交通戦略）

令和03年度　～　令和04年度　（２年間）

① 市内の鉄道・バス利用者数の増加
② まちなかにおける自動車交通分担率の減少

（R5当初） － （R9末）

事　後　評　価
○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

計画期間終了後

金沢市ホームページで公開
１．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

２．特記事項（今後の方針等）

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値

最終目標値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

目標値と実績値
に差が出た要因

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

指標①（市内の鉄
道・バス利用者数の
増加）

119千人/日
当該社会資本総合整備計画は、金沢市における交通まちづくりを推進するための計画である第３次金沢交通戦略の策定を目的としており、
その評価については、第３次金沢交通戦略のフォローアップにおいて行っていくこととする。

－最終実績値
Ⅱ定量的指標の達成状況

掲げている定量的指標が、本計画の成果指標ではなく、本計画に基づいて策定した第３次金沢交通戦略の成果指標となってしまっているた
め、本委員会にて議論、精査し、前計画のフォローアップや住民との意見交換、パブリックコメント、関係者間の協議などにより、ニーズ
に応じた新たな取組や既存の内容を拡充した交通戦略が策定されていることを、本委員会において確認した。

金沢市社会資本総合整備計画評価委員会において、本計画に基づいて策定した第３次金沢交通戦略の
フォローアップにおいて効果を確認していくこととした。

当該社会資本総合整備計画は、金沢市における交通まちづくりを推進するための計画である第３次金沢交通戦略の策定を目的としており、
その評価については、第３次金沢交通戦略のフォローアップにおいて行っていくこととする。

44.0%

－

に差が出た要因
目標値と実績値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
15.0 Ａ 15.0 -

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｂ - Ｃ -

効果促進事業費の割合

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

① 市内の鉄道・バス利用者数の増加
117千人/日 － 119千人/日

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象 金沢市

計画の目標
「歩行者と公共交通を優先するまちづくり」や「まちなかを核にネットワークでつなぐまちづくり」を基本方針に、交通ネットワークの再構築、交通機能の連携強
化、交通利用環境の向上、歩行者と公共交通の優先、広域・圏域による交流の推進を図り、自動車に過度に依存しない都市の実現を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

今後、第３次金沢交通戦略に基づき、様々な取組を行うことにより、当該戦略に掲げた目標値を達成できるようフォローアップを行っていく。

目標値と実績値
に差が出た要因

指標②（まちなかに
おける自動車交通分
担率の減少）

② まちなかにおける自動車交通分担率の減少
45.0% － 44.0%



市街地整備
計画の名称 まちなかを核にネットワークでつなぐまちづくり（交通戦略）
計画の期間 令和３年度～４年度 交付対象 金沢市
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